乳がん検診における乳房エックス線の検査方法について





精度管理センター事業において、市町村支援の一環として市町村訪問を実施する中で、乳がん検診の実施方法について、下記の事項が明らかになった。


①乳房X線撮影方法について


・A市の場合：全年齢に対し両側内外斜位方向撮影のみで実施（受診間隔：１回／1年）


・B市の場合：全年齢に対し両側内外斜位方向と頭尾方向撮影の２方向で実施（受診間隔は１回／2年）


・C市の場合：全年齢に対し両側内外斜位方向撮影のみで実施


（受診間隔：１回／２年、受診対象年齢：４０歳未満も対象）


②X線フィルムの読影について


・C市の場合：乳がん検診を委託している市内の医療機関において、読影ができる医師が1名であるため、


二重読影を実施していないとの報告があった。


当該医療機関は、個別医療機関として市の乳がん検診受診率向上に貢献していること、また、二次読影を他機関に依頼すると新たな経費が必要となることなどから、二次読影の実施を申し入れ出来ていない状況が続いている。





１．経緯





２．乳がん検診実施のための指針について





「がん予防重点教育及びがん検診実施のための指針について」より抜粋


①乳房X線撮影方法について


乳がん検診の実施回数は、同一人について2年に1回行うものとし、乳房X線撮影は両側内外斜位方向撮影を行い、40歳以上50歳未満の対象者については、頭尾方向撮影も合わせて行う。


②X線フィルムの読影について


X線写真の読影は、適切な読影環境の下で、二重読影（このうち１名は、十分な経験を有する医師であること。）により行うものとする。


※また、「がん検診実施上の留意事項」においても「2名以上の医師（このうち1名は十分な経験を有すること。）が同時に又はそれぞれ独立して読影するものとする。」と明記されている。





３．今後の対策：通知文の発出





乳房X線検査については、適切な方法および精度管理の下に実施することが不可欠であることから、今回の状況の改善を図ることを目的に、当部会より医療機関及び市町村対して文書を発出する。


【文書の内容】


①　乳がん検診の受診間隔は2年に1回とすること、及び、乳房X線撮影方向は内外斜位方向撮影で行い、40歳以上50歳未満については、頭尾方向撮影も併せて行う。


②　乳房X線写真の読影は、適切な読影環境の下において、二重読影（うち1名は十分な経験を有する医師であること）により行う。


※参考：過去に乳がん検診において、視触診単独での検診の廃止の通達を行った結果、平成24年には実施市町村が4市町村減少した経緯がある。


また、A市・B市においては、検診間隔や撮影方法を適正化することで、より多くの受診者に検診の機会を提供できるようになると想定される。








